
　

西
大
和
学
園
高
校
は
、こ
こ
10
年
、東
大
・

京
大
合
格
者
数
で
全
国
ト
ッ
プ
５
に
入
る
注

目
校
だ
。「
次
世
代
を
担
う
高
い
理
想
と
豊
か

な
人
間
性
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」を
教
育

目
標
と
し
、単
に
受
験
対
策
を
行
う
の
で
は
な

く
、S
S
H（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）や
S
G
H（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）指
定
校
と
し
て
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
で
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
、東
大
L
i
v
e
講
義
、模
擬
国
連
、海

外
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、多
彩
な
体
験
学
習

を
実
施
。
主
体
的
な
学
び
と
探
究
心
の
育
成

が
、進
学
実
績
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

生
徒
が
興
味
を
も
っ
た
と
き
に

先
取
り
学
習
で
き
る「
受
験
サ
プ
リ
」

　

同
校
に
入
学
す
る
の
は
、多
く
が
東
大
、京

大
、国
立
医
学
部
志
望
だ
が
、通
塾
し
て
い
る

生
徒
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。そ
ん
な
な
か
、昨
年
、

「
受
験
サ
プ
リ
」を
新
教
材
と
し
て
採
用
し
た
。

 

「
志
望
校
に
合
格
す
る
だ
け
な
ら
、授
業
だ
け

で
十
分
で
す
。
し
か
し
、基
礎
か
ら
ハ
イ
レ
ベ
ル

ま
で
学
べ
る『
受
験
サ
プ
リ
』が
あ
れ
ば
、ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
予
習
・
復
習
で
き
る
。
特
に
、生
徒

が
興
味
・
関
心
を
も
っ
た
と
き
に
飛
び
級
し
て

主
体
的
に
学
習
で
き
、『
学
問
研
究
ツ
ア
ー
』で

最
先
端
の
大
学
研
究
室
ま
で
の
ぞ
け
た
り
、

『
よ
の
な
か
科
』な
ど
の
教
養
講
座
が
あ
る
の

が
い
い
で
す
ね
」と
中
岡
義
久
教
頭
。
た
だ
し
、

活
用
法
は
学
年
部
長
に
一
任
し
て
い
る
と
い
う
。

同
校
で
は
、生
徒
の
中
学
、高
校
入
学
時
か
ら

卒
業
ま
で
を
１
人
の
学
年
部
長
が
責
任
を
も
つ

「
学
年
責
任
制
度
」を
取
り
入
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

学
年
部
長
が
自
由
に
方
針
を
決
め
る

「
学
年
責
任
制
度
」が
革
新
教
育
の
源

　

現
３
年
生
は
、同
校
創
立
以
来
初
め
て
、１

月
か
ら
３
年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
学
年
だ
。「
前
倒
し
を
し
た
の
は
、こ
れ

ま
で
の
指
導
で
は
、理
・
社
の
復
習
時
間
が
足

り
な
い
か
ら
で
す
」と
、こ
の
学
年
を
ま
と
め
る

学
年
部
長
の
飯
田
光
政
先
生
。

 

「『
受
験
サ
プ
リ
』は
、英
・
数
・
国
を
先
行
復

習
す
る
に
は
格
好
の
教
材
。
教
科
担
任
に
動

画
授
業
と
テ
キ
ス
ト
を
検
討
し
て
も
ら
い
、数

学
の
セ
ン
タ
ー
試
験
用
の
テ
キ
ス
ト
を
３
年
生

全
員
の
課
題
に
決
め
ま
し
た
。
あ
と
は
生
徒
の

主
体
性
に
ま
か
せ
、教
科
担
当
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　

現
高
校
２
年
生
は
、昨
年
夏
、同
校
で
初
め

て
授
業
に
i
P
a
d
を
導
入
し
た
学
年
。
し
か

し
、「
受
験
サ
プ
リ
」の
本
格
的
な
活
用
は
、こ

れ
か
ら
だ
。

 

「
私
が
i
P
a
d
を
提
案
し
た
の
は
、新
し
い
ツ

ー
ル
で
何
が
で
き
る
か
、生
徒
に
考
え
て
ほ
し
か

っ
た
か
ら
で
す
。『
受
験
サ
プ
リ
』に
関
し
て
も
、

上
か
ら
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、ど
う
活
用

す
れ
ば
効
果
的
か
を
生
徒
に
考
え
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
」と
学
年
部
長
の
宮
北
純
宏
先
生
。

　
一
方
、こ
の
春
高
校
１
年
に
な
っ
た
学
年
は
、

「
受
験
サ
プ
リ
」へ
の
関
心
が
高
い
と
い
う
。

 

「
中
学
３
年
の
時
点
で
、高
校
２
年
、３
年
の

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
動
画
授
業
を
見
て
、テ
ス
ト
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
生
徒
た
ち
も
い
ま
し
た
。
他

の
生
徒
へ
の
い
い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
の
で
、今

後
は
、定
期
考
査
に『
受
験
サ
プ
リ
』の
問
題

も
取
り
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」と
、学

年
部
長
の
荻
原
琢
磨
先
生
。

 

学
年
部
長
が
方
針
を
決
定
し
、他
学
年
と
競

い
合
う
。こ
れ
も
、同
校
の
大
き
な
特
徴
だ
。

リクルートサービスを活用した

「受験サプリ」を先取り学習と復習に
学年ごとの活用法で、自主性を育む
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教頭
中岡義久先生

受験サプリ

■  ３通りの「受験サプリ」活用法
●３年生は受験の復習対策に

高校３年生学年部長
飯田光政先生 

「生徒に『受験サプ
リ』のテキスト希望を
募ったところ、課題に
した数学のセンター試験テキストだけでなく、中学
の復習をしたいという生徒もいて、１人平均10冊
に。3300冊のテキストを担当教員が丸一日かけ
て仕分けしました。今春は京大合格者数で全国
１位になりましたが、現3年生は東大志望者が多
かったため、同校初の“東大クラス”を設置。来春
の結果が楽しみです」

高校１年生学年部長
荻原琢磨先生

●１年生は定期考査で活用

定期考査の試験
範囲に「受験サプ
リ」を加える提案書
を作成し、校長にプレゼンテーションをしたという。

●生徒が校長にインタビューし、
　自分たちで活用法を考える２年生

右・高校２年生、
中高一貫クラス学年部長
宮北純宏先生
左・高校２年生、
高校入試クラス学年部長
岡 亮治先生

今年２月に発行
された学年通信
『陽あかり』に掲
載された、生徒の
記事。「校長から
反転授業などの
活用法を聞き、自
分たちで記事をま
とめています。４
月から本格活用
するので、生徒と
一緒に考えたい」
と宮北先生と岡
先生。
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